平成２６年度第１回三重県営業本部会議
議事概要
１　開催日時　　平成２６年４月２３日（水）

９時２０分から９時４０分まで
２　開催場所　　プレゼンテーションルーム
３　出席者　　　知事（本部長）、副知事（副本部長）、副知事（副本部長）、危機管理統括　監（副本部長）、総括本部員兼営業部長、健康福祉部長、環境生活部長、地域連携部長、農林水産部長、雇用経済部長、スポーツ推進局長、南部地域活性化局長、観光･国際局長、東京事務所長、関西事務所長、首都圏営業拠点運営総括監

４　議事概要　　以下のとおり
　(1)　三重県営業本部の体制について

（髙部三重県営業本部担当課長説明）

· 資料１のとおり

(2) 平成25年度取組の実績について

（髙部三重県営業本部担当課長説明）
· 資料２のとおり
(3) 平成26年度の取組方針について

　（髙部三重県営業本部担当課長説明）

· 資料３のとおり

(4) 関西圏営業戦略の展開について

　（松本関西事務所長説明）

· 資料４のとおり

(5) 海外戦略に係る各部の連携について
（村上雇用経済企画総括監説明）

· 資料５のとおり

５　質疑等

（石垣副知事）
　国際展開については、インバウンドを含めスムーズに動き出したので、成功させてほしい。
　平成２６年度取組方針（資料３）には２ｗａｙという言葉は入っているが、県の中だけの話ではないので、東芝などの企業本部があるところに、遷宮と合わせて三重県の情報発信をどんどん出してほしい。また、もっと市町やＮＰＯもいろんなことをやっており、県のなかだけではないし、県のなかでもいろんな事業をやっているので、どんな形で成果につながるかをトータルで、「みえの総合力」の発揮という観点で進めていく必要がある。
（脇坂営業本部総括本部員兼営業部長）
　この本部会議の実行部隊の「営業本部推進チーム」は昨年も定期的に会議をしてきたが、進め方については、副知事がおっしゃるように具体的なものはまだ情報が少なすぎるところがあるので、トータルのコントロールが必要である。
（石垣副知事）
　「三重セレクション」など農林がやっているようなことが、三重テラスの取組につながっていかないと、将来の盛り上げにつながっていかないと思う。
（渡邉危機管理統括監）
　取組方針や取組方向スケジュールを見ると、連携がうまくいっていないように見えて、各部が縦割りでやっている印象がぬぐえない。いかに各部を巻き込んでいくかという視点を絶えず持ってほしい。事務レベルの連携が必要で、いかに成功させるか、営業なので成果をださないといけない。また、「食」についてさらなる検討をお願いしたい。
（脇坂営業本部総括本部員兼営業部長）
　「営業本部推進チーム」会議で、ぜひ取り組んでいきたい。
（植田副知事）
資料５の国際展開で、出て行く体制はできているが、相手側の外国側の体制ができていない。全世界ではないので、ある程度エリアなり絞り込んで、どこへ行くのか相手先を書いてほしい。渡邉危機管理統括監が言われたように連携して取り組んでほしい。
（村上雇用経済企画総括監）
　各部門の情報共有が必要であると思う。また、国際展開に関する基本方針が別になって具体的な事業を進める形になるので、これも照らし合わせながら各部が連携して、副知事がおっしゃるように進めていきたいと思う。
６　まとめ

（知事）
　このH25年度取組の実績、H26年度取組方針に企業誘致の記述がない。
　例えば、三重テラスで医師確保のシンポジウムをやったが好評だった。子ども家庭局の関係でイオンモール東員において、三重の育児男子のイベントも行ったし、営業というよりは政策ＰＲという面もあるので、部長が良く見ていただきたい。
　次に、危機管理統括監が言ったことは重要であると思っている。ここにいるメンバーはそれぞれ仲が良いが、うまくいい感じであるが、事務レベルは苦労していると聞いている。事務レベルの職員が仕事をやりやすくする体制づくりが必要である。特に、「食」について手法を考えてもらうといいのではないかと思っている。
　三重県営業本部会議としては、ここに書いてあることはアウトプットばかりなので、アウトカムがまったく書かれていない。アウトカムについてもきちんと意識してやる必要がある。因果関係がどうあるにしてもアウトカムとして、どうなっているのかということは、きちんとトレースしたりして、共有したり意識したりする必要があると思うので、次回以降、アウトカムで書いてあるのは、三重テラスの来館者数だけなので、そういうところをもう少し意識してほしい。
　次に、石垣副知事から話があったように、三重テラスは評価する仕組みがあるが、営業活動全般がこういうのでいいのかという、定期的でも政策アドバイサーも活用していいから、検証・評価する仕組みづくりが必要である。例えば、田中里沙さんとか、政策アドバイザーの何人かの人に、半年に１回ぐらいは営業活動のことを説明して、アドバイスをもらって本部会議でフィードバックするとか、こういう営業活動が全体としていいかどうかという、改善するための評価の仕組みが必要ではないかと思う。
　いづれにしても、営業本部会議や営業本部担当課は三重テラスのためのものではない。三重県庁の営業全体をクオリティコントロールするための営業本部会議であり、営業本部担当課であるので、きっちりと営業部長が言ったように情報もしっかり集約してほしいし、それは全体としてのクオリティを上げるためのものであるので徹底してほしい。
（以上）　
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